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ど ち ら と も　 わ か ら


























に から1300万平方 位 へ拡大されつつあり，









医療施設充実率( 人/ ベッド｀ )
〈参考〉人 口(100 万人)



































調　査　項　目 調査年(昭和) Ａ国 Ｂ国 Ｃ国 Ｄ 国 Ｅ国
・その国から芸術や文化で
学ぶべきものかおる
45年 支持率 26 75 48 7工 64
52年 支持率 Ｎ 55 36 44 44
・その国から人間の生き方
で学ぶべきものがある
45年 支持率 50 53 48 46 62
52年 支持率 25 23 37 30 36
・その国は貿易の相手国とに 日
本にとってますます重要になる
45年 支持率 －7 33 34 52 14
52年 支持率 ７ 26 48 49 28
・つき合って信頼できそう
だ
45年 支持率 15 52 41 43 47
52年 支持率 ０ 18 24 25 17
Ａ～Ｅ はベトナム， タイ，インドネシア，フィリピン，

















耐 久 消 費 財 を 買 う 際 に 価 格 以 外 に 気 を つ け て い る こ と 多 機 能 で あ る
［ 資 料 ２ ］
1970
(1992 年4 月,' 毎日新聞社調べ, 全国20 歳以上3000人対象)
主 な 電 気 製 品 の 保 有 率 の 推 移













本間 は， 耐久 消費財 の購入 に当 たって， 消費者
の視点 か らの考 え方 につい て解答を 求 める もので
ある。多 様な考 え方 があり うるが， そ の際， 自分
の考え方 を述 べる に当 た って， ど のよ うな根拠を
示 して答 え るのかが重 要で ある。本 問で は， 一つ
の資料 として，［資料 ２］を 配置 して みた。
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思うこと」匚疑問に思ったこと」 につ いて， それ
ぞれ具体例を一つあげて説明しなさい。
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いずれもカードを先に買っておき.代全を支払う際に使用する(前払い(プリペイド)カード:
カードは．お全のかわ‘μこ使われるので．プラスチックマネーともいわれる Ｕ)
本問は，いろいろな種類のプリペート・カード
を示した後，一定の条件をつけて，アイディアを
問うものである。例示できるためには，プリベー
ト・カードの持つ性質（前払い性，利便性，消費
者のニーズ等々）について熟知しておくことが必
要である。
④　次の切手の絵柄のサンタクロースは，サー
フボードに乗っている。このことは,ぺなにを表し
ているのか。適切なタイトルをつけて, 200 字程
度で説明しなさいＯ
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12）
北半球の住人にとって
，サンタクロースといえ
ば
，」｡2月クリスマス時にトナカイにそりを引か
せて雪の降る町にやってくるというイメージがあ
る
。　しかし，オーストラリアでは，サンタクロー
スは
，本間切手の絵柄にあるように，サーフボー
ドに乗ってやってくる
。本間では，この切手の絵
柄を使って
，オーストラリアの自然と生活につい
て問うものである
。北半球と季節が逆になってい
ることが
，生活，文化，産業などに影響を与えて
いることを設問することが可能である
。
この他
，匚ピーマンの主な産地の月別出荷量」
匚りんごの主な産地の月別出荷量
」等のグラフを
提示し
，このグラフを手がかりに消費者の視点か
らの設問をすることもできる
。このように，従前
ように
，正答を求める問題と同等に匚一問多答，
柔軟な発想を求める問題」も重視したい。
IV　今後の課題
本稿では
，①ステレオタイプの見方を変える問
題例
，②価値判断を求める問題例，③一問多答，
柔軟な発想を求める問題例を提示した
。中間・期
末テスト等で
一定量を出題することを提案した。
この種のテスト問題を出題することで従前のよう
な客観的なテストのみでは
，はかり知れない個人
の持つ特質の把握が可能となる
。また，テスト問
題そのものについての関心も従前とは異なってく
る
。採点客観吐等が問題になろうが，提案のペー
パ
テースト問題は，定量的な評価ではなく，質的
な評価を問題にしている
。また，ここにきて高等
学校の入学試験問題についても
，ようやく改善の
兆しが見えはじめた。
匚地理・歴史・公民の総合問題」
意味をリアルに問う問題」「新聞記事や時事問題
を活用した問題
」等々である。闥
今後は
，提案ペーパーテスト問題の質をより確
かなものにするために
，生徒の側からの評価，感
想
，教師相互の批判・検討等幅広い実践を通した
修正，改善が必要である。
なお
，本稿の継続として，①批判力を問う問題，
②学習方法・技術を問う問題，の開発を手がけた
い。
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